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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公表番号】特表2018-522757(P2018-522757A)
【公表日】平成30年8月16日(2018.8.16)
【年通号数】公開・登録公報2018-031
【出願番号】特願2017-560562(P2017-560562)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/40     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   27/32     　　　Ｅ
   Ｂ３２Ｂ   27/40     　　　　
   Ｂ６５Ｄ   65/40     　　　Ｄ

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年9月29日(2020.9.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）フィルムであって、
　　（ｉ）０．９３０ｇ／ｃｍ３未満の密度及び１２６℃未満のピーク融点を有する、７
０～１００重量パーセントの直鎖状低密度ポリエチレンを含む第１の層、
　　（ｉｉ）０．９０５～０．９７０ｇ／ｃｍ３の密度及び１００℃～１３５℃の範囲で
ピーク融点を有する、６０～１００重量パーセントのポリエチレンを含む第２の層、なら
びに
　　（ｉｉｉ）０．９３０～０．９７０ｇ／ｃｍ３の密度及び１２０℃～１３５℃の範囲
でピーク融点を有する、４０～１００重量パーセントの高密度ポリエチレンを含む、前記
第１の層と前記第２の層との間の少なくとも１つの中間層を備える、フィルムと、
　（ｂ）前記フィルムの前記第２の層の外部表面上に位置し、ポリウレタンを含むコーテ
ィングと、を備える、コーティングされたフィルム。
【請求項２】
　前記コーティングされたフィルムが、ＡＳＴＭ　Ｆ１９２１－９８のシーリング条件下
で、８０℃～１８０℃の温度範囲にわたって耐熱性であり、前記温度範囲の低温側の温度
は、コーティングされたフィルムがＡＳＴＭ　Ｆ１９２１－９８に従って測定されたとき
に少なくとも１ｌｂｆ／ｉｎのヒートシール強度を示す温度であり、前記温度範囲の上限
温度は、コーティングされたフィルムが、コーティングされたフィルムにおける変形によ
り、ＡＳＴＭ　Ｆ１９２１－９８に従って、ヒートシール強度を測定することができない
ような溶落ちを示す温度である、請求項１に記載のコーティングされたフィルム。
【請求項３】
　前記コーティングされたフィルムが、前記コーティングされた表面上で、６０°で少な
くとも７０ユニットの光沢を有する、請求項２に記載のコーティングされたフィルム。
【請求項４】
　前記フィルムの前記第１の層の前記外部表面上のコーティング量が、１～７ｇ／ｍ２で



(2) JP 2018-522757 A5 2020.11.12

ある、請求項１～３のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルム。
【請求項５】
　前記コーティングされたフィルムは、前記コーティングされた表面上で、ＡＳＴＭ１８
９４に従ってフィルム－金属間が測定されたとき０．１５～１．０の動摩擦係数を有する
、請求項１～４のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルム。
【請求項６】
　前記ポリウレタンが、（ａ）ヒドロキシル末端ポリオールまたはウレタン、及び（ｂ）
イソシアネート官能性プレポリマーから形成される、請求項１～５のいずれか一項に記載
のコーティングされたフィルム。
【請求項７】
　前記ヒドロキシル末端ウレタンが、ヒドロキシル末端ポリエーテル系ウレタン、ヒドロ
キシル末端ポリエステル系ウレタン、及びヒドロキシル末端ポリエステル－ポリエーテル
系ウレタンのうちの少なくとも１つを含む、請求項６に記載のコーティングされたフィル
ム。
【請求項８】
　前記フィルムが、０．９２ｇ／ｃｍ３以下の密度及び１２０℃～１３５℃の範囲でピー
ク融点を有する、５０～１００重量パーセントのポリエチレンを含む、前記第１の層と前
記第２の層との間の１つ以上の低密度中間層を備え、かつ／または前記フィルムが、バリ
ア層をさらに備える、請求項１～７のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルム
。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルムを備える、物品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９２】
　本発明のコーティングされたフィルムの種々の実施形態は、例えば、広範な耐熱性範囲
、コーティングされた表面上の高光沢、コーティングされた表面上の安定した摩擦係数、
及び／または他の特性を含む１つ以上の望ましい特性を有することができる。いくつかの
実施形態において、本発明のコーティングされたフィルムは、幅広い耐熱性範囲を有する
。本発明のいくつかの実施形態によるコーティングされたフィルムは、８０℃～２００℃
の温度範囲にわたって耐熱性である。本明細書において使用する場合、耐熱性の範囲のよ
り低い温度は、コーティングされたフィルムがＡＳＴＭ　１９２１－９８に従って測定さ
れたときに少なくとも１ｌｂｆ／ｉｎのヒートシール強度を示す温度である。本明細書に
おいて使用する場合、耐熱性の範囲の上限温度は、コーティングされたフィルムが、コー
ティングされたフィルムにおける変形により、ＡＳＴＭ　１９２１－９８に従って、ヒー
トシール強度を測定することができないような溶落ちを示す温度である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３９】
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【表１０】

　本発明は次の実施態様を含む。
［請求項１］
　（ａ）フィルムであって、
　　（ｉ）０．９３０ｇ／ｃｍ３未満の密度及び１２６℃未満のピーク融点を有する、７
０～１００重量パーセントの直鎖状低密度ポリエチレンを含む第１の層、
　　（ｉｉ）０．９０５～０．９７０ｇ／ｃｍ３の密度及び１００℃～１３５℃の範囲で
ピーク融点を有する、６０～１００重量パーセントのポリエチレンを含む第２の層、なら
びに
　　（ｉｉｉ）０．９３０～０．９７０ｇ／ｃｍ３の密度及び１２０℃～１３５℃の範囲
でピーク融点を有する、４０～１００重量パーセントの高密度ポリエチレンを含む、前記
第１の層と前記第２の層との間の少なくとも１つの中間層を備える、フィルムと、
　（ｂ）ポリウレタンを含む前記フィルムの前記第２の層の外部表面上のコーティングと
、を備える、コーティングされたフィルム。
［請求項２］
　前記コーティングされたフィルムが、ＡＳＴＭ　Ｆ１９２１－９８のシーリング条件下
で、８０℃～１８０℃の温度範囲にわたって耐熱性である、請求項１に記載のコーティン
グされたフィルム。
［請求項３］
　前記コーティングされたフィルムが、６０°で少なくとも７０ユニットの光沢を有する
、請求項２に記載のコーティングされたフィルム。
［請求項４］
　前記フィルムが、インフレーションフィルムである、請求項１～３のいずれか一項に記
載のコーティングされたフィルム。
［請求項５］
　前記フィルムの前記第１の層の前記外部表面上のコーティング量が、１～７ｇ／ｍ２で
ある、請求項１～４のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルム。
［請求項６］
　前記コーティングされたフィルムが、前記コーティングされた表面上で０．１５～１．
０の摩擦係数を有する、請求項１～５のいずれか一項に記載のコーティングされたフィル
ム。
［請求項７］
　前記ポリウレタンが、（ａ）ヒドロキシル末端ポリオールまたはウレタン、及び（ｂ）
イソシアネート官能性プレポリマーから形成される、請求項１～６のいずれか一項に記載
のコーティングされたフィルム。
［請求項８］
　前記イソシアネート官能性プレポリマーが、芳香族イソシアネートを含む、請求項７に
記載のコーティングされたフィルム。
［請求項９］
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　前記ヒドロキシル末端ウレタンが、ヒドロキシル末端ポリエーテル系ウレタン、ヒドロ
キシル末端ポリエステル系ウレタン、及びヒドロキシル末端ポリエステル－ポリエーテル
系ウレタンのうちの少なくとも１つを含む、請求項７または請求項８に記載のコーティン
グされたフィルム。
［請求項１０］
　前記フィルムが、０．９２ｇ／ｃｍ３以下の密度及び１２０℃～１３５℃の範囲でピー
ク融点を有する、５０～１００重量パーセントのポリエチレンを含む、前記第１の層と前
記第２の層との間の１つ以上の低密度中間層を備える、請求項１～９のいずれか一項に記
載のコーティングされたフィルム。
［請求項１１］
　前記層のうちの１つ以上が、５０重量％以下、好ましくは３０重量％未満の量で、ポリ
プロピレン、環状オレフィンコポリマー、またはそれらの混合物をさらに含む、請求項１
～１０のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルム。
［請求項１２］
　バリア層をさらに備える、請求項１～１１のいずれか一項に記載のコーティングされた
フィルム。
［請求項１３］
　（ａ）０．９３０ｇ／ｃｍ３未満の密度及び２．０ｇ／１０分未満のメルトインデック
ス（Ｉ２）、ならびに１２６℃未満のピーク融点を有する、７０～１００重量パーセント
のポリエチレンを含む、単層フィルムと、
　（ｂ）ポリウレタンを含む前記フィルムの外部表面上のコーティングと、を備える、コ
ーティングされたフィルム。
［請求項１４］
　請求項１～１３のいずれか一項に記載のコーティングされたフィルムを備える、物品。
［請求項１５］
　前記コーティングされたフィルムが、２０～２００マイクロメートルの厚さを有する、
請求項１４に記載の物品。
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